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   不登校の早期発見、早期対応等の取組について(通知) 

 不登校児童生徒への支援等については、これまでも各学校や市町村教育委員会において

きめ細かな対応をしていただいているところですが、この度、道内の学校や市町村教育委

員会等の実践事例を紹介した別添の資料を作成しましたので通知します。 

 ついては、各学校等において、本資料及び参考通知等を踏まえ、「児童生徒理解・教育支

援シート」等を活用した組織的・計画的な不登校児童生徒への支援に積極的に取り組むよ

うお願いします。また、各市町村教育委員会においては、各学校等が作成したシート等を

基にケース会議の開催や学校等の取組への支援体制づくりに努めるなど、不登校児童生徒

への適切な支援を行うようお願いします。 

                                          

〈参考通知〉 

○ 平成 28 年９月 28 日付け教生学第 634 号学校教育局長通知「不登校児童生徒への支援

の在り方について」 

○ 平成 29 年３月３日付け教生学第 1112 号当職通知「不登校児童生徒への支援の在り方

について」 

○ 平成 29 年 12 月 22 日付け教生学第 778 号当職通知「不登校児童生徒への支援の在り方

について」 

 

                                          （生徒指導・学校安全グループ） 
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【不登校傾向が見られ始めたＡ君（１年男子）への対応事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

                

 

北海道教育委員会（平成 30年３月） 

不登校児童生徒への適切な対応を図るため、不登校の早期発見、早期対応等に組織的に

取り組んだ事例について、道内の学校や市町村教育委員会などの実践例を基に、本資料を

作成しました。 
各学校等においては、本資料を参考に、「児童生徒理解・教育支援シート」等を活用した

組織的・計画的な不登校児童生徒への支援を積極的に推進するとともに、各市町村教育委員
会においては、各学校等が作成したシート等を基にケース会議の開催や学校等の取組への
支援体制づくりに努めるなど、不登校児童生徒への適切な支援を行うようお願いします。 

 

 

 

事例１：養護教諭と連携を図った早期対応の取組 

Ａ高等学校では、養護教諭と学級担任、副担任等の連携により情

報収集を行い、不登校傾向が見られる生徒への早期の対応を開始す

るとともに、「教科担任連絡用紙」を用いて全教職員から生徒の状況

を把握し、不登校生徒への組織的・長期的な対応を行っています。 

 

１ 養護教諭、学級担任、副担任等による
早期の対応 
(1) 情報の収集と共有 

・保健室での情報 

・友人からの情報 

(2) 不登校傾向への初期対応 

・担任による家庭訪問 

・養護教諭による面談 

・友人からの声かけ 

（SNS 等も活用） 
 

２ 生徒指導部、教科担任等を含めた組織
的・長期的な対応 

(1) 「教科担任連絡用紙」を用いた連絡
会議の開催 

 ・教科担任の情報から、「学習のつま
ずきが不登校傾向の一因」と分析    

(2) 連絡会議における具体の対応の検討 

・教科指導における個別指導の充実 

・友人の声かけによる補習等への参加 

・面談によるＡ君の状況の定期的な把
握 

 
Ａ君の学習状況の改善に向け

た長期的な対応を行った結果、
Ａ君の不登校傾向は改善 

事例２ 
遅刻を早期発見、早 
期対応の視点にした 
取組 

 

事例１ 
養護教諭と連携を図
った早期対応の取組 
 

事例３ 
不登校の兆候を見逃 
さない早期発見の取 
組 

 

事例４ 
不登校の早期対応等 
に係る校内研修の充 
実を図った取組 

 

学級担任

すぐ私語をする、まっすぐ前を見て着席できない、ブレザー着用ができていな
い、あいさつをしない、など、当たり前のことができていない状況があり、指導
しています。先生方にも引き続き協力していただけると大変助かります。中間
考査が終わり、授業時間、家庭学習の大切さを、面談でそれぞれと確認して
おります。学力の低い生徒ややる気が見えない生徒も多くいますが、学習指
導も引き続きよろしくお願い致します。

国語総合
やる気が持てないがために、結果学力が身に付かないという状態が小学生
段階から続いていると思われる生徒がいる。やる気を起こさせる工夫、声か
けをしていく。

地理Ａ 授業への参加はよい。私語が多くなってきている。

数学Ⅰ 積極的に授業に参加している。授業の準備ができていない生徒が数名いる。

科学と人間生活

学ぼうという意欲はあるのだが私語が多く、その都度、頭の中が私語の方に
引っ張られ授業に集中できなくなるのが残念。Ａ君が授業に全くついてこられ
ていない。Ｂ君の授業態度が悪い、理解しているのでノートに書かないと考
え、横向きに座って話しかけている。

体育
現在、グループでダンス授業を展開している。Ｃ君が頑張って仕切っている。
一方、Ｂ君のやる気は全然見えない状況である。

家庭総合
授業の中で作業をさせると必ずＡ君が遅い。Ｄさんは友達に聞いて作業を進
められるが、Ａ君はそれができない。これから被服実習に入るのでどのように
進めるか、検討中です。

建築構造
チームにわかれて「調べ→発表」を行っているが、それぞれよく取り組んでい
る。ただ、単元ごとの小テストの取組に関して、Ａ君は自力で進めることはほ
ぼ不可能で、付きっきりで指導している。

1年○○科　　教科担任連絡用紙
※気になること（良いことも含めて）を記入してください



  

 

 

 

 

 

 

１ 遅刻の状況等に着目した支援体制の構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 関係機関等と連携を図ったケース会議等の実施 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

      

                

 

 

 

 

事例２：遅刻を早期発見、早期対応の視点にした取組 

Ｂ小学校では、欠席だけでなく、遅刻の状況等に着目し支援体制を

構築するとともに、町が小学校に配置しているスクールソーシャルワ

ーカー等と連携を図り、児童との教育相談や保護者との面談、ケース

会議等を行うなどして不登校の未然防止に努めています。 

〈３次支援児童〉 〈２次支援児童〉 〈１次支援児童〉
　欠席が２０日以上あるいは
　遅刻が３０日以上の児童

　５年△組　○○　○○ 　５年△組　○○　○○ 　４年△組　○○　○○

　３年△組　○○　○○ 　２年△組　○○　○○

（要対協との連携検討中）
養育不全　
ネグレクト傾向 　６年△組　○○　○○
　教師との関わり
を持とうという意
識が弱く、非協力
的である。

　関心も高く協
力的である。

　欠席と遅刻を合わせると
　２０日以上の児童

　経過観察が
　必要な児童

　教師の相談や
話は聞くが、改
善のアクション
を起こさない。

〈１次支援〉

〈２次支援〉

〈３次支援〉

【横軸】
欠席と遅
刻の状況
について

【縦軸】
保護者の関
心と協力に
ついて

１ 名

１ 名

２ 名

名 名

名

【不登校児童の支援体制】

～ 担任中心の支援

～ 学年および生活部が連携
して、生徒指導的支援

～ チーム（管理職やその他
関わりのある教職員）で
支援 ※担任は授業に専念

～ 緊急特別支援チーム（管理
職、関われる教職員、スク
ールソーシャルワーカー）
及び外部関係機関との連携
で支援

２ 名

平成29年度、欠席 30 日未満の不登校傾向の見
られる児童は数名いるが、30日以上欠席は０名 
（４年前の不登校児童 10名から大幅に改善） 

〈３次支援〉が必要な児童や保護者に対して、町が小学
校に配置しているスクールソーシャルワーカー等と連携を
図り、教育相談等の支援を行っている。 

遅刻に着目することで早期
対応が可能となっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「不登校 早期発見・支援プランシート」を活用した初期段階の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 校内の複数の教職員等による情報収集や児童の実態把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

              

 

 

 

事例３：不登校の兆候を見逃さない早期発見の取組 

Ｃ小学校では、「不登校 早期発見・支援プランシート」（平成28

年７月、道教委作成）を活用し、不登校傾向が見られる児童の状況を

早期の段階で把握するとともに、校内の複数の教職員や支援員等

が連携して児童を支援する「チーム支援」を充実させています。 

【Ｃ小学校の声】 
「カレンダー方式なので、出席簿だけでは分からない情
報を記載でき、児童の現状を詳しく把握できる。」 【Ｃ小学校独自の工夫】 

状況別に色分けし、全
教職員で共有 

教職員や支援員等がもつ様々な情報を集
約・整理する流れを作り、不登校の兆候を
含めた児童の実態把握を行っている。 

【「チーム支援」の利点】 
・学級担任や養護教諭に責任を負わせない。（抱え込ませない） 
・複数の教職員等が様々な観点で児童に声をかけることができる。 
・学校が組織的に解決方法を相談できる。 



 

 

 

 

 

 

 
 

１ 子ども理解支援ツール「ほっと」の分析に基づく不登校傾向等の早期発見の取組 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「児童生徒理解・教育支援シート」を活用した教職員共通理解を図る取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

                

 

 

○ 本人の状況・意向 

２学期  12 月 22 日 

・理科の授業内容があまり理解できないことを気にしている。 
・自分の思いを友人に上手く伝えられず、我慢することも多い。 
・朝、起きたときに、「今日は休みたい」と思うことが最近多いが友
人が迎えに来てくれているので頑張って登校している。 

○ 保護者の状況・意向 

２学期  12 月 22 日 

・本人は、成績が上がらないことを悩んでいるようである。 
・成績のことはあまり気にせず、友だちと仲よく過ごしてくれれば
よいと考えている。 

○ 具体的な支援方針 

 

 

 

 

 

Ｄ君の「児童生徒理解・教育支援シート」 

 

 

事例４：不登校の早期対応等に係る校内研修の充実を図った取組 

Ｄ中学校では、不登校の早期対応等のため、子ども理解支援ツー

ル「ほっと」の分析に基づく取組の充実を図るとともに、不登校傾

向が見られ始めた生徒の状況を「児童生徒理解・教育支援シート」

で整理し、教職員の共通理解を図る校内研修を行っています。 

 

礼儀 表明 参加 配慮 拒否 緊張 称賛 遵守 忠告 自律 率先 学業 相談

学級平均 45.4 48.8 46.8 57.1 44.3 43.0 50.8 59.2 49.6 52.9 50.6 55.7 49.2 

35.0 

40.0 

45.0 

50.0 

55.0 

60.0 

65.0 

１３要素偏差値
□年□組「ほっと」13 要素偏差値 

○ 
○ 

△ 
△ 

(1) 「ほっと」の分析 
・スクールカウンセラ
ーを講師として、学
級ごとに分析 

【スクールカウンセラーによる分析】 

○＝思いやりがあり、自

分よりも他者を優先

するクラス 

△＝「緊張」が強く、相手

の顔色を過剰にうか

がっている可能性 

 

※欠席や遅刻が見られ始

めたＤ君も、「拒否」と

「緊張」が大きく下回

っている状況 

【スクールカウンセラーの助言】 
改善の方向性：ソーシャルスキルトレーニングなどにより、生徒は

意思を伝えるスキルを学ぶ必要がある。 
 
【「ほっと」の分析結果やスクールカウンセラーの助言に基づく、教職員の協議の内容】 
協議の結論：次回の校内研修で、ソーシャルスキルトレーニングに

ついて教職員が理解を深めること。 
また、各教科、領域等において、様々な体験の共有や 
具体的な諸問題の解決を通して、互いに尊重し合い、 
協働的に学び合えるよう、ペアやグループでの伝え合 
う活動の充実を図ること。 

(1) 生徒や保護者の状況等
の整理 
・上記１の校内研修で名
前の挙がったＤ君につ
いて、後日、スクール
カウンセラーがＤ君及
び保護者と面談を実施 

・その内容を、スクール
カウンセラーが「児童
生徒理解・教育支援シ
ート」の本人や保護者
の状況等に整理 

(2) 「具体的な支援方針」
の検討 
・今後の「具体的な支援
方針」を全教職員で記
入し、交流 

・Ｄ君と保護者への組織
的な対応について確認
した。 

 目  標 具体的な支援内容 経過・評価 
学 校 関係機関  

３
学
期 

    

 

(2) 「ほっと」の分析結

果等を踏まえた協議 

・今後の学習指導や生

徒指導等の在り方

に係る演習・協議 


